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▶主 催　 行田市文化団体連合会、行田市、行田市教育委員会、（公財）行田市産業・文化・スポーツいきいき財団
▶そ の 他　
　・産業文化会館での展示は、ホワイエの他に管理棟2階（第2会議室、2Ａ・Ｂ会議室）で実施します。
　・ 囲碁大会および将棋大会は、中央公民館学習室で実施します。昨年と会場が変更になりましたので、ご注意

ください。
▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

第68回　行田市文化祭
展示部門

日　　時 場　　所 参加団体または内容

11月3日㈭～6日㈰
午前9時～午後5時
※6日は午後4時まで

産業文化会館

革工芸雅秀会、行田絵手紙あおい会、行田市工芸協会カリタスＳ４１、
行田市写真連盟、行田市書道人連盟、行田美術会、行田フラワーデ
ザイン協会、行田美幸会、美布の会、楽書子龍行田教室、行田市俳
句連盟

コミュニティ
センターみずしろ 行田山草会、行田市華道会、行田短歌連盟

11月3日㈭～6日㈰ 
午前9時～午後4時
※3日は午後1時から

埼玉公民館 さきたま盆栽会（秋の盆栽展）

10月29日㈯～11月13日㈰ 郷土博物館 行田市菊花連絡協議会（第４２回行田市菊花展）

大会・発表部門
催し名(団体名) 日　　時 場　　所 備　　考

茶席(行田市茶道会) 11月3日㈭午前10時～午後3時
コミュニティ
センターみずしろ

茶券代1,000円※茶券取り扱い
☎556―2038(長谷川)

短歌大会(行田短歌連盟) 11月17日㈭午後1時～5時
無料
※オープン歌会につきどなたでも
参加可

囲碁大会(行田市碁楽会) 11月5日㈯午前9時～午後5時
中央公民館第1・
第2学習室
(「みらい」内)

参加費1,200円※当日受け付け

将棋大会(行田市将棋連盟) 11月6日㈰午前9時～午後5時
参加費【小･中学生】800円
【高校生・学生】1,000円【一
般】1,500円※当日受け付け

(行田市大正琴連盟)
(行田市合唱連盟) 11月23日㈬午後1時30分開演 「みらい」文化ホール 無料

中央公民館実用講座の受講生を募集します

講座名 日　　時 場　　所 内　　容 講　　師 定員 持 ち 物

① 初級講座
「スマホを買う前に」

・11月11日㈮
・11月18日㈮
午前9時
～10時30分

第２学習室

スマートフォン
の購入前に、基
本的な操作方法
を学びたい方向
けの講座です。 テルルランド

行田店講師 各10人

筆記用具
※スマート
フォンはこ
ちらで用意
したものを
使用② 中級講座

「スマホを買ったけど…」

・11月11日㈮
・11月18日㈮
午前10時30分
～正午

スマートフォン
を購入したが、
使い方が分から
ない初心者の方
向けの講座です。

③ はじめてのヨガ体験

11月9日・16日
・30日、12月7日
の水曜日（全4回）
午後1時30分
～3時30分

レクリエー
ション室

ヨガ初心者の方
や運動が苦手な
方に、呼吸の基
礎から体調やレ
ベルに応じた効
かせ方まで、一
人一人丁寧に指
導します。

根岸智子さん
（行田ケーブ
ルテレビアナ
ウンサー）

20人

上下の運動
着、タオル、
スポーツド
リンクなど

④ 楽しみながら親子で
英語体験

・11月12日㈯
・12月 4日㈰
午後2時～3時

レクリエー
ション室

外国人講師と親
子でレクリエー
ションを行い、
身近な国際交流
を体験します。

市内小・
中学校
ALT講師

各20組 動きやすい
服装

⑤ 秋の森を感じる
フォトフレーム作り

・11月12日㈯
・11月20日㈰
午後1時30分
～3時30分

創作室

秋の花や木の実
は種類が多く、
アレンジの幅も
広がります。秋
を感じるすてき
なフォトフレー
ムを作って飾っ
てみませんか。

酒井隆幸さん
（フラワー
ショップ
「花咲く実
なる」）

各20人 作業しやす
い服装

※場所は全て中央公民館
▶対 象　市内在住・在勤の方
　　　　　　※ ①および②はおおむね60歳以上
　　　　　　　④は就学前のお子さんが対象
▶参 加 費　無料
　　　　　　※⑤は材料費1,500円がかかります
▶申し込み　10月14日㈮午前9時から直接同館窓口
　　　　　　（電話受け付けは15日㈯午前9時から）
▶問い合わせ　同館☎556―2649
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　行田市森づくり環境再生実行委員会は、森づくりを通
して、豊かな自然を育み、緑とふれあうことにより、未
来の行田を担う子どもを育成することを目的に活動して
います。
　今回は、これまでの活動の中で植樹してきた木々の成
長を確認しながら、皆さんの手で樹木に名札をつけてい
ただくとともに草取りを実施します。自然とふれあいな
がら森を育て、森のしくみを学ぶことができるイベント
となっていますので、皆さんぜひご参加ください。

▶ 日　　時　11月５日㈯午後２時（午後１時45分から
受け付け）※小雨決行
▶場　　所　総合公園多目的広場
▶定　　員　100人（先着順）
▶参 加 費　無料
▶ そ の 他　草取りに必要な鎌などを持参してください。
　また、汚れてもいい服装でお越しください。
▶ 申し込み　各公民館や公共施設で配布している申込用
紙または任意の用紙に、氏名、年齢、所属（学校など）、
学年、住所、電話番号を明記の上、10月14日㈮まで
にＦＡＸまたはＥメールで行田市森づくり環境再生実
行委員会事務局（都市計画課内）に提出してください。
　【ＦＡＸ】553―4544
　【Ｅメール】toshi@city.gyoda.lg.jp
　※ ＦＡＸおよびＥメールでの申し込みができない方は

電話での申し込みも可。
▶問い合わせ　同課公園担当（内線5602）

いのちを守る森づくり
「樹名板づくり（第９回育樹祭）」
　～この樹なんの樹　
　　　　　樹の名札をつけよう～

‘16 彩の国実業団駅伝競走大会
に伴い交通規制を実施します

　11月３日㈭に彩の国実業団駅伝競走大会が開催され
ます。開催に伴い、午前９時30分から10時10分まで
市内を通る国道17号の交通規制を行います。なお、選
手の通過時間により、規制時間が前後する場合がありま
すので、ご了承ください。

▶注　　意
　・ 車両の乗り入れは極力避

け、交通規制や迂
うかい
回につ

いては警察官の指示に
従ってください。

　・ 市内循環バスの運行が一
部変更となります。

▶ 問い合わせ　スポーツ振興課
振興担当☎556―8336

さきたま古墳公園の清掃活動に
ご参加ください

▶ 日　　時　10月８日㈯午前９時～ 10時（午前８時45
分集合）※雨天中止
▶集合場所　さきたま古墳公園新レストハウス前
▶ 内　　容　市民の皆さんと一緒にさきたま古墳公園を
愛着のある公園にするため、ボランティア清掃活動を
行います。
▶持 ち 物　清掃用の手袋、ごみ袋
▶主　　催　行田のまちをゴシゴシ委員会
▶ そ の 他　清掃活動を中止する場合は前日に判断し、
市ホームページや市公式ツイッターで周知します。
▶ 問い合わせ　同委員会事務
局（管理課内・内線5703
または都市計画課内・内線
5603）　

自衛隊航空機の編隊飛行訓練が
行われます

　10月23日㈰に、陸上自衛隊朝霞訓練場で自衛隊記念
日観閲式を実施することに伴い、10月上旬頃から訓練
および予行練習を開始するため、航空機の飛行により大
きな音などが生じることがあります。期間中の航空機の
編隊飛行予定は、陸上自衛隊東部方面隊のホームページ
で確認できます。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

▶ 問い合わせ　陸上自衛隊東部方面総監部総務部地域連
絡調整課☎048―460―1711

無料調停相談会
▶ 日　　時　11月5日㈯午前10時～午後4時（午後３
時30分まで受け付け）　
▶場　　所　八木橋百貨店6階カトレア教室　
▶ 内　　容　民事・家事調停委員による夫婦関係、婚姻
費用分担、面会交流、養育費、慰謝料、男女間の問題、
相続、不動産トラブル、近隣トラブル、交通事故、労
働問題などの相談　
▶主　　催　熊谷調停協会　
▶共　　催　埼玉調停協会連合会　
▶後　　援　日本調停協会連合会他　
▶そ の 他　予約不要　
▶ 問い合わせ　同事務局☎048―865―6622（月・水・金
曜日の午前10時～午後4時）

陶芸教室（秋コース）
▶ 日　　時　11月1日・8日・15日・29日、12月13
日の火曜日（全５回）午後１時30分～３時30分　
▶ 場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」交流創作室お
よび窯場　
▶ 対　　象　市内在住で60歳以上の方または障害者手
帳をお持ちの方（介添えの方も可）　
▶定　　員　12人（先着順）　
▶参 加 費　1,000円　
▶持 ち 物　汚れてもよい服装、エプロン、タオル　
▶ 申し込み・問い合わせ　10月18日㈫午前9時から直
接または電話で行田市社会福祉協議会☎557―5400

10月１日は浄化槽の日
年１回浄化槽の水質検査を

受けましょう
　浄化槽は、トイレなどから出た汚水を微生物の働きに
より、きれいにして水路や河川へ放流することができる
設備で、通常、庭先や駐車場の下に埋められています。
地面に２、３個並んだマンホールのふたや空気を送る機
器（ブロア）がある家庭では、この浄化槽を使用しています。
　浄化槽を使用している方は「保守点検（年３、４回機器
の点検・調整や消毒薬の補充）」、「清掃（年１回、浄化槽
の内部にたまった固形物などの引き抜き）」の他に、年１
回の「定期水質検査」の受検が法律により義務付けられて
います。「定期水質検査」は、浄化槽からの放流水などを
チェックして、浄化槽が十分に浄化機能を発揮している
かを検査する健康診断のようなものです。検査結果は、
使用している方や保守点検業者に通知され、普段の維持
管理に生かされます。
　現在、家庭からの生活排水が川の汚濁原因の７割以上
を占めています。浄化槽を安心して使い、地域の水環境
を良好に保つために、知事指定検査機関の（一社）埼玉県
浄化槽協会または契約している保守点検業者・清掃業者
に連絡して必ず定期水質検査を受けるようにしましょう。

▶定期水質検査の手数料（非課税）
　【10人槽以下（家庭用浄化槽）】５,000円
　※ 11人槽以上は（一社）埼玉県浄化槽協会まで問い合

わせください。
▶問い合わせ　同協会法定検査部☎533―4700

下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へ

第２期納期限　10月27日㈭
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などによ
り受益者の変更があった方は、下水道課までご連絡くだ
さい。

▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303（水道庁舎内）

北彩タウン情報 ～でかけませんか となりまち～
   加  須  市
加須地域市民まつり
▶ 日　　時　10月16日㈰午前8時5分～午後3時
10分

▶ 場　　所　加須市民運動公園および加須市民体育
館（加須市下三俣590）

▶内　　容
　【交通安全パレード】※雨天中止
　 イトーヨーカドー加須店と加須小学校を出発、加
須駅入口交差点で合流し、加須市民運動公園まで
パレードします。

　【式　典】午前9時30分
　交通安全作文、標語発表など
　【催し物】午前10時10分
　 鼓笛隊演奏、各種団体活動発表、物産展示即売会、
健康測定・健康増進PRなど

▶ そ の 他　雨天の場合、加須市民体育館内の催し
物以外の会場は、パストラルかぞに変更となります。

▶ 問い合わせ　加須市商業観光課☎0480―62―
1111

   羽  生  市
第7回「世界キャラクターさみっとin羽生」
　今年も国内外から約400キャラクターが羽生に
集結します。「みんなキヤッセ！はにゅ☆はにゅカー
ニバル!!」のテーマのもと、会場全体でダンスを踊
ります。また、昨年好評だったキャラクターのファッ
ションショー「はにゅコレ」や、キャラクターがお祝
いする結婚式「キャラコン」を開催します。

▶ 日　　時　11月19日㈯・20日㈰午前9時～午後
3時30分　
▶ 場　　所　羽生水郷公園（羽生市三田ヶ谷751―1）
▶ 問い合わせ　世界キャラクターさみっとin羽生実行
　 委員会事務局（羽生市キャラクター推進室内）☎560
　―3119
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談相種各 （10月15日～11月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

10月25日㈫、11月10日㈭
※ 予約はその月の１日から(土・日曜日、
祝日の場合は翌日）

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 埼玉公民館 11月8日㈫　 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分

結婚相談 VIVAぎょうだ 11月6日㈰　　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚支
援センター☎090―
2416―9692

  相続、遺言、離婚、
  日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 11月9日㈬※予約制 午後1時～ 5時

(受け付けは午後4時まで)
埼玉県行政書士会埼北
支部☎554―2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方を対象に電話
相談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター
会議室 11月9日㈬ 午後1時30分～ 3時30分 人権推進課

（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 11月6日㈰　 午前8時30分～正午

水道課
☎553―0131

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 10月25日㈫、11月8日㈫ 午後5時15分～ 7時

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
9月18日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト(雨)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(雨）

今月の納税
市県民税  ・・・・・・・・・・・・3期
国民健康保険税 ・・・・・・・・・4期
介護保険料 ・・・・・・・・・・・4期
後期高齢者医療保険料 ・・・・・・4期

納期限　10月31日㈪
市税の納付には、｢安心！確実！便利！｣
な口座振替をご利用ください。

▼ 
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
制
度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
品
は
無
料
で
登
録
期
間
は

3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品

登
録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写

真
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷桐たんす（和・洋）　▷電気ストーブ　▷三面鏡　▷果実酒貯蔵
瓶　▷オイルヒーター　▷チャイルドシート　▷オートスイング式
ゆりかご　▷ベビーベッド（サークル付）　▷ベビーゲート（階段用）
▷ビーチパラソル　▷叙勲用額縁　▷メイクボックス（三面鏡付き）　
▷パソコンラック　▷ガスファンヒーター（プロパン用）　▷ミニソ
ファ　▷リクライニングチェアー　▷冷凍庫　▷テレビ台

▷椅子　▷ウクレレ　▷大人用自転車　▷ミシン（家庭用・工業用）　
▷ファクス（家庭用）　▷電動芝刈り機　▷パン焼き器　▷扇風機　
▷掃除機　▷キャリーバッグ　▷電子レンジ　▷全自動洗濯機　▷
冷蔵庫　▷ベッド（介護用）

不
用
品
情
報

平成29年版埼玉県民手帳を販売します
　埼玉県民手帳は、埼玉県や県内市町村に関する各種統計が掲載された手帳です。ぜひお買い求めください。

▶販売期間　10月18日㈫～ 12月16日㈮の午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）
▶販売場所　企画政策課

▶問い合わせ　同課統計担当（内線310）

ものつくり大学
市民特別公開講座

▶日　　時　 10月30日㈰午後1時～ 2時30分
（午後0時30分開場）

▶場　　所　ものつくり大学C1010大講義室
▶内　　容　 井上章一さん（国際日本文化研究セ

ンター教授）による講演「日本の戦争、
日本の近代―まちと建物からみえ
ること―」

▶定　　員　200人
▶受 講 料　無料
▶共　　催　行田市
▶申し込み　 住所、氏名、連絡先を明記の上、

10月21日㈮までにFAXまたは同
大学ホームページ上で申し込みく
ださい。【FAX】564―3201

▶問い合わせ　同大学☎564―3895

第16回ものつくり大学
「碧蓮祭」

▶日　　時　 10月29日㈯・30日㈰午前10時～午後5時
▶場　　所　ものつくり大学
▶内　　容　 各研究室企画展示、各種ものづくり体験教室、特設

ステージ、子ども向けイベント、各種模擬店、花
火の打ち上げ他

　　　　　　※花火の打ち上げは29日のみ
▶そ の 他　 一部企画では申し込み制となることがあります。詳

細は、同大学ホームページを参照するか同大学へ
問い合わせください。

▶問い合わせ　同大学☎564―3817

価　格 規　格 表 紙 色 備　　考

500円
(税込み) 14×9㎝

黒   月間予定表部分が横罫式

グレイッ
シュブルー   月間予定表部分が升目式

おもしろものづくり教室
▶日　　時　10月29日㈯・30日㈰午前10時～午後3時
▶場　　所　ものつくり大学
▶内　　容　竹とんぼ、ガリガリとんぼを作って遊びます。
▶対　　象　小学生以下
▶参 加 費　無料
▶共　　催　行田市
▶そ の 他　申し込みは不要です。
▶問い合わせ　同大学☎564―3895

2 0 1 6 埼玉・熊谷
ラグビーフェスタ

▶日　　時　10月16日㈰午前10時～午後４時30分　
▶場　　所　 熊谷スポーツ文化公園にぎわい広場（熊谷市上川上300）
▶内　　容　 トークショー（松田努さん、川島海荷さん）、ラグビー

体験イベント、選手との交流会、特産品・Ｂ級グル
メの販売など

▶問い合わせ　 県ラグビーワールドカップ大会課☎048―830―
6870

マンガンカーレース
体験教室

▶日　　時　 10月29日㈯・30日㈰午前9時
30分

▶場　　所　ものつくり大学
▶内　　容　 午前中はマンガンカーを製作し、

午後はレース大会でタイムを競い
ます。

▶対　　象　市内の小学生
▶参 加 費　無料　
▶共　　催　 行田市教育委員会、日本機械学会

関東支部埼玉ブロック
▶そ の 他　 10月22日㈯・23日㈰に工作教室

を開催します。
▶問い合わせ　 学校教育課学務担当☎556―8316

グレイッシュブルー黒
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後５時
　※ 医療機関が変更されることがありますので、事前

に問い合わせください。
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
◇ 夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・ 埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・ 県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談
窓口につながります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後７時～翌日午前７時
　　　　　  【日曜日、祝日】午前７時～翌日午前７時
◇埼玉県大人の救急電話相談「♯7000」
・ 県内どこからでも「♯7000」をプッシュし、音声ガ
イダンスに従ってボタン１を押すと相談窓口につな
がります(携帯電話可)。
・相談時間【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　   【日曜日、祝日】午前9時～午後10時30分

休日急患診療
期　日 医療機関名 期　日 医療機関名

10月16日（日) 壮幸会行田総合病院 11月 3日（木)) 清幸会行田中央総合病院

10月23日（日) 清幸会行田中央総合病院 11月 6日（日)) 壮幸会行田総合病院

10月30日（日) 壮幸会行田総合病院 11月13日（日) 清幸会行田中央総合病院

27

在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

おとなの健康
こころの相談 (要申し込み)
日 時　10月19日㈬　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいるなど、心に悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

乳幼児健診
健 診 名　 １歳６カ月児健診、２歳児歯科健診、３歳

児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 11月1日㈫午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 5カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（後期）（要申し込み）
日　　時　 11月2日㈬午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　9～ 11カ月のお子さんとその保護者

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康

効果の高い
サーキットウオーキング教室
　ウオーキングをはじめとした運動に
ついて、安全で効果的に行う方法を分
かりやすく紹介します。運動を日常生
活に無理なく楽しく取り入れ、生き生
きとした毎日を過ごしましょう。

日　　時　 10月28日㈮午前10時～
正午

場　　所　 「行田グリーンアリーナ」サ
ブアリーナ

対　　象　市内在住の方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　 運動しやすい服装、室内運

動靴、飲み物、タオル、健
康手帳（お持ちの方）、筆記
用具

申し込み　 直接または電話で保健セン
ター 

健康フォーラム2016
日　　時　 11月13日㈰午後0時30分～

4時
場　　所　「みらい」文化ホール
内　　容　 市民公開講座、安藤和津さんに

よるスペシャルトーク、体験
コーナー

入 場 料　無料
主　　催　行田市医師会
問い合わせ　 同会☎556―8040（月～金曜

日の午前9時～午後5時）

赤ちゃんクラス
　4カ月児健診を受診する際に必要な受診票の配布、
健診の受診方法、予防接種や育児に関する説明などを
行います。事前申し込みは不要です。

日　　時　 10月25日㈫午前10時30分～ 11時30
分（午前10時から受け付け）

場　　所　保健センター
対　　象　 平成28年8月生まれのお子さんとその保

護者
　　　　　※対象者には通知します。
　　　　　※ 平成28年9月1日生まれ以降のお子さ

んがいる方は、3月に世帯配布した「保
健センターのお知らせ」をご覧ください。

親子のよい歯のコンクールが実施されました
　平成27年度の3歳児健診受診者の中から選出された、
歯および口

こうくう
腔状況の優秀な親子7組が表彰されました。

　歯の健康は、全身の健康に大きく関わります。乳幼
児期から歯科衛生への関心を持ち、歯を大切にしま
しょう。

ママ・パパ教室
　これからママ･パパになる方を対象に、楽しく友達をつくりなが
ら、子育てについての教室を行っています。ぜひご参加ください。

日　　時　 10月20日㈭午後1時15分～ 4時（午後1時から受け付け）
場　　所　保健センター　　
内　　容　妊娠中の栄養の話、沐

もくよく
浴実習、フリートーク※初妊婦向け

対　　象　妊婦とその家族　
定　　員　16人(先着順)
注　　意　 安定期に入った妊娠中・後期（16

週～ 34週）の参加をお勧めします。
申し込み　 10月14日㈮までに直接または電

話で保健センター

高齢者のインフルエンザ予防接種

医療機関名 電話番号

赤井胃腸科 553―2233

荒木医院 559―3102

池畑クリニック 556―2295

石井クリニック 555―3519

いわね内科クリニック 554―1313

加藤内科医院 556―3253

川島胃腸科 553―0001

河本耳鼻咽喉科 555―2626

行田岡田医院 557―2311

医療機関名 電話番号

行田協立診療所 556―4581

壮幸会行田総合病院 552―1111

行田中央総合病院 553―2000

行田ふれあいクリニック 555―1155

栗原医院 556―2272

小林内科医院 552―0362

さかつめ内科医院 553―5202

さきたまクリニック 564―6620

田代医院 553―2351

医療機関名 電話番号

根本医院 555―1261

野口産婦人科 556―4292

ハピネス診療所 559―0082

古田整形外科医院 553―5221

松原医院 553―6700

南川げんきクリニック 554―8835

やまかわ内科クリニック 564―1488

吉田記念山本クリニック 558―3507

接種期間　10月20日㈭～ 12月25日㈰
対　　象　 次のいずれかに該当し、接種を希望する方（インフルエンザの予防接種は義務ではありません）
　　　　　①接種日現在65歳以上の方
　　　　　② 接種日現在60歳以上64歳以下の方で心臓、腎臓または呼吸器の機能に重度の障害（身体障害者手

帳1級程度）がある方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に障害がある方
接種方法　 指定医療機関での個別接種（年度内1回）
　　　　　※ 指定医療機関へ申し込みしてください。
費　　用　 1,500円（生活保護受給中の方の自己負担はありません）
持 ち 物　 予診票（各指定医療機関にあります）、保険証または受給証（生活保護受給中の方）、対象②に該当する

方は、身体障害者手帳
注　　意　 市外での接種希望の方や障害の程度など不明な点は、事前に保健センターに問い合わせください。

指定医療機関一覧

安藤和津さん
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　10月3日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪
　　　　　・31日㈪、11月1日㈫・7日㈪
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・QJKJQ　佐藤究／著
・九十歳。何がめでたい　佐藤愛子／著
・99％の会社はいらない　堀江貴文／著
・ サーティーナイン・クルーズ23　小浜杳／訳，
HACCAN／イラスト
・すごいぞ!甲子園の大記録　講談社／編
・うんこちゃんようちえんへいく　のぶみ／さく

新 着 図 書

定例イベント✿親子で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ベイブ
・超高速！参勤交代
・ かいけつゾロリ　
　 まもるぜ！きょうりゅう
のたまご
他1点

＜CD＞
・エモーション
　（ カーリー・レイ･ジェプセン）
・あの日あの時
　（小田和正）
・EGG（flumpool）
他6点

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

10月16日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

10月22日㈯午前11時 おはなしタンバリン

11月5日㈯午後2時 おはなしの会

11月12日㈯午後2時 おはなしポケット

とことこおはなし会
10月19日㈬、11月9日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員が実施

てくてくおはなし会 11月6日㈰
午前11時～11時30分 絵本や紙芝居など ４歳児ぐらい～小学生

英語のおはなし会 11月13日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生

ハートイングリッ
シュスクール

子ども映画会 10月15日㈯午後2時 なかよしおばけ～お
ばけパーティー 図書館職員が実施

ブックスタート 10月19日㈬・26日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、
育児のアドバイス、
絵本セットの手渡し

平成28年4月1日～
6月30日生まれのお
子さんとその保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

2829

新着DVD・新着CD
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が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
上
野
村
を
訪
れ
、

紅
葉
、
食
、
温
泉
な
ど
、
多
く
の
魅
力
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

期
日
　
11
月
11
日
㈮
・
12
日
㈯
※
１
泊
２
日

（
４
食
付
）

▼
集
合
・
解
散
場
所
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅

▼ 

行
程
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
郷
土
料
理
体
験
、
き

の
こ
セ
ン
タ
ー
見
学
と
直
売
な
ど

▼
宿
泊
施
設
　
ヴ
ィ
ラ
せ
せ
ら
ぎ

▼
定
員
　
20
人

▼ 

参
加
費
　
１
万
５
千
円
（
２
人
１
部
屋
利
用

時
）

▼ 

そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
後
日
、
ツ
ア
ー
詳
細

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
電
話
で
上
野
村

産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
７
４
―
２
０
―

７
０
７
０

上
野
村
秋
ツ
ア
ー

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

金子兜太先生が選ぶ秩父鉄道の
俳句を募集します

▶ 募集作品　秩父鉄道や沿線風景などを題材とした俳句　
▶ 応募規定　
　①規定の用紙（秩父鉄道の各駅に設置）を使用してください。
　② 規定の用紙１枚につき３句までとし、一人３枚まで応募で

きます。
　③応募作品は未発表のものに限ります。
　④規定の用紙には、必要事項を漏れなく記載してください。　
▶ 締め切り　12月５日㈪必着　
▶ 応募方法　秩父鉄道各駅へ持参するか、秩父鉄道整備促進協
議会事務局宛てに郵送してください。【郵送】〒360―8601 
熊谷市宮町２―47―１ 秩父鉄道整備促進協議会事務局（熊谷
市企画課内）※郵送料は応募者の負担となります。　

▶ 入賞選考・発表など　
　① 特選３句、入選10句、佳作30句とし、それぞれ賞品を贈

呈します。
　② 入賞発表は平成29年３月ごろに本人へ通知する他、秩父鉄

道各駅に掲示する予定です。　
▶ そ の 他　応募作品の著作権は、同協議会に帰属します。　
▶ 問い合わせ　 同協議会事務局☎524―1111（熊谷市企画課内・
内線228）

JICAボランティア体験談
・説明会を開催します

　開発途上国で活動するJICAボランティアの制
度や内容について説明会を行います。ボランティ
アには、技術系・医療系・教育系・農業系・スポー
ツ系などさまざまな職種があります。ぜひお気
軽にご参加ください。

▶ 日　　時　
　①10月13日㈭午後7時 (午後6時30分開場)
　②10月19日㈬午後7時 (午後6時30分開場)
▶ 場　　所　
　① さいたま市民会館うらわコンサート室（さい

たま市浦和区仲町２―10―22）
　② 大宮ソニックシティ国際会議室（さいたま市

大宮区桜木町１―７―５）
▶ 対　　象　青年海外協力隊、日系社会青年ボ
ランティア、シニア海外ボランティア、日系
社会シニア・ボランティアを希望する方また
は興味がある方
▶参 加 費　無料
▶そ の 他　予約不要、入退場自由
▶ 問い合わせ　JICA青年海外協力隊事務局募集
課☎03―5226―9813

　8月16日・17日、図書館で夏休み体験イベント「子
ども司書チャレンジ」を行いました。小学5年生6人
が参加し、図書の分類や司書の仕事について学んだ後、
カウンターでの貸出・返却の受け付けなどに挑戦しま
した。また、定例おはなし会では、小さい子に向けて
自分たちで選んだ絵本や紙芝居の読み聞かせを行いま
した。

図書館の仕事に挑戦！

　図書館で借りた資料の返却を、市内16カ所の地域
公民館で受け付けています。遠方からお越しの方はぜ
ひご利用ください。
※ 資料が図書館に到着してから返却処理を行うため、
時間がかかります。ご了承ください。

地域公民館で本を返却できます

　視聴ブースの利用方法が、次のとおり変更になりま
した。また、変更に伴い、貸出可能DVDが増えまし
たので、ぜひご利用ください。

【変更点】
・利用カードが必要です。
・ 視聴したい資料を持ってカウンターでブース利用の
手続きを行ってください。
・視聴機器をご自身で操作してご利用ください。

視聴ブース利用方法の変更について

・視聴機器をご自身で操作してご利用ください。
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　９月３日、行田グリーンアリーナを会場に行田市フロアカーリング
連盟主催で第4回行田市フロアカーリング大会が開催されました。
　フロアカーリングは、60歳代から70歳代を中心に幅広い年齢
で親しまれ、参加した９つのチームは日頃各地域公民館や小学校の
体育館で練習を重ねています。大会ではさらに22チームに分か
れ、優勝を目指して腕を競い合いました。参加者は一球一球慎重
にストーンを送球していき、高得点が決まるとチームみんなで喜び
を分かち合っていました。

　９月15日に、水道庁舎周辺の市道で行田市水道事業防災訓練
が行われました。
　この訓練は毎年内容を変えて実施しているもので、今年は応
急給水装置を活用した給水訓練に取り組みました。市職員、行
田市水道工事業協同組合員、近隣市職員などが参加し、緊急時
にも安定した水の供給ができるよう県行田浄水場職員の指導の
下、実際に装置を操作しながら作業手順を確認しました。

そ の一投で勝利を目指せ

緊 急時にも安定した給水を

　9月3日、神明社、諏訪神社で馬見塚の獅子舞が奉納され
ました。
　馬見塚の獅子舞は、江戸時代の馬見塚村の村社であった
神明社で約250年以上前から行われており、市の無形民俗
文化財にも指定されています。この日の演目は、「おかざき」
「花がかり」、動きが早い舞の「ブンナグリ」など6演目。法
眼、雄獅子、雌獅子からなる3匹の獅子たちは笛と太鼓の音
に乗せ、息の合った舞を披露していました。

五 穀豊穣を願って

馬見塚の獅子舞

行田市水道事業防災訓練

　９月４日、ＶＩＶＡぎょうだ学習室で「ぎょうだ男女共同参画フォーラ
ム２０１６」が開催されました。
　今年はＮＰＯ法人ファザーリング・ジャパン理事の川島高之さんが
「ワーク・ライフ・ソーシャルバランスのすすめ」について講演を行い
ました。川島さんは、子育てやＰＴＡ活動に参加することのメリット、
男女問わず育児に参加しやすい環境づくりのこつなどを自身の体
験を交えて語りました。来場者はこれからの時代に求められる新
たな働き方について、改めて考える機会となったようです。

仕 事も育児も楽しむ　新たな働き方を提案

ぎょうだ男女共同参画フォーラム２０１６
写真館

GYODA CITY PHOTO STUDIO
●　●　●

　９月17日、秋の全国交通安全運動出発式が行われま
した。
　今回は自転車の安全利用の推進を重点目標に掲げ、
約30台の自転車が白バイに先導され、行田警察署から
約２．５キロメートル離れたカインズホームまでパレードを
行いました。その後、カインズホーム駐車場では、進修
館高等学校吹奏楽部による演奏や、啓発品の配布が行
われ、来場者に交通事故の防止を呼び掛けていました。

　９月１日、桜ヶ丘公民館で、はつらつ教室が行われました。
今年度は６月から来年１月まで市内各公民館で開催され、さま
ざまな介護予防のメニューが用意されています。
　この日は「転ばナイスな筋力アップ！」と題し、転倒を予防す
るためのバランス感覚の養成をテーマに実践。参加者は、
椅子や筒を使って体を動かし、無理をせず気軽にできる筋力
アップの方法を学んでいました。

大 小さまざまなシャボン玉におおはしゃぎ

自 転車の安全利用で交通事故ゼロに

筋 力アップで転倒予防

太田東小学校 放課後子ども教室

秋の全国交通安全運動出発式

　８月26日、図書館おはなしのへやで、「おじいちゃん おばあちゃ
んの玉てばこ」が開催されました。
　これは、高齢者が講師となり、夏休み中の子供たちに民話や昔
話を聞いてもらったり、昔の遊びを体験してもらったりしようと５
回にわたり実施されたもの。最終日となったこの日は、〝おじい
ちゃん先生〟の矢野勝一さんによる昔話の絵本や紙芝居の読み
聞かせが行われ、子供たちは物語に引き込まれるように真剣に
聞き入っていました。

読 み聞かせで昔話に親しむ

おじいちゃん おばあちゃんの玉てばこ

桜ヶ丘公民館 はつらつ教室

　地域のボランティアスタッフに見守られながら、学年やクラスを超えた友達
と運動をしたり、昔の遊びを体験したりと放課後にさまざまな活動を行っている
「放課後子ども教室」（わくわくクラブ）。これまで北小、西小、北河原小の3校
で実施していましたが、今年度から太田東小が新たに仲間に加わり、活動場所
である地域文化センターでは、子供たちの楽しそうな声が響き渡っていました。
　9回目となる9月8日の活動は、シャボン玉づくり。スタッフの指導を受けた
太田東小の児童は、うちわの骨やストローを使ってのシャボン玉作りに夢中にな
り、友達と大きさを競い合うなどして楽しいひとときを過ごしているようでした。

第4回行田市フロアカーリング大会



広　場

　

履
き
心
地
を
追
求
し
た
こ
だ
わ
り
の
ス

リ
ッ
パ
で
、
全
国
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
か
ら
厚

い
信
頼
を
得
て
い
る
の
が
有
限
会
社
セ
イ

コ
ー
産
業
で
す
。

　
昭
和
40
年
、
旅
館
や
ホ
テ
ル
な
ど
の
履
物

は
ぞ
う
り
が
主
流
だ
っ
た
時
代
に
、
同
社
は

い
ち
早
く
本
格
的
な
業
務
用
ス
リ
ッ
パ
の
製

造
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
社
の
ス
リ
ッ
パ
は

全
て
国
内
産
の
原
材
料
を
使
用
し
、
設
計
か

ら
裁
断
、
縫
製
に
至
る
ま
で
全
工
程
を
手
作

業
で
行
っ
て
い
ま
す
。
三
重
構
造
か
つ
チ
ド

リ
縫
い
で
仕
上
げ
る
独
自
の
手
法
で
作
ら
れ

た
ス
リ
ッ
パ
は
耐
久
性
に
優
れ
、
５
年
か
ら

６
年
も
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
清
潔
感
が
求
め
ら
れ
る
宿
泊
施

設
に
配
慮
し
、
抗
菌
・
防
カ
ビ
・
防
藻
加
工

を
施
し
た
特
殊
な
合
皮
を
使
用
。
温
泉
地
や

海
沿
い
の
宿
泊
施
設
向
け
に
防
水
加
工
し
た

製
品
も
扱
う
な
ど
顧
客
目
線
に
立
っ
た
丁
寧

な
も
の
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
受
注
生
産
と
い
う
形
態

を
と
っ
て
い
ま
す
。
取
締
役
の
飯
塚
茂
夫
さ

ん
は
「
ホ
テ
ル
や
旅
館
か
ら
は
既
製
品
で
は

な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
リ
ッ
パ
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
素
材
や
デ
ザ
イ
ン
の
異
な
る
製

品
を
幅
広
く
そ
ろ
え
、
対
応
し
て
い
ま
す
」

と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
注
文
カ
タ
ロ
グ

に
は
各
種
ス
リ
ッ
パ
・
色
・
サ
イ
ズ
・
名
入

れ
サ
ン
プ
ル
が
詳
細
な
説
明
と
と
も
に
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
注
文
主
は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
、
注
文
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
品
質
な
製
品
と
お

よ
そ
3
千
に
も
及
ぶ
種
類
の
豊
富
さ
が
評
判

を
呼
び
、
今
で
は
約
2
万
1
千
件
も
の
宿
泊

施
設
で
採
用
さ
れ
、
中
に
は
20
年
の
付
き
合

い
に
な
る
施
設
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
追
い
風
と
な
り
そ
う
な
の
が
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
す
。「
外
国
人
観

光
客
が
増
加
す
る
こ
と
で
大
き
な
サ
イ
ズ
の

ス
リ
ッ
パ
の
需
要
が
高
ま
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。
実
際
に
27
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
33

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
た
サ
イ
ズ
の
ス

リ
ッ
パ
の
注
文
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
」
と

飯
塚
さ
ん
は
す
で
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る

様
子
。
外
国
人
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し

に
、
同
社
の
ス
リ
ッ
パ
が
一
役
買
っ
て
く
れ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
１
１
２
年
ぶ

り
に
夏
季
五
輪
の
正
式
種
目
と
な
り
、
注
目
を
集
め
た

ゴ
ル
フ
。
今
月
は
、
８
月
に
兵
庫
県
宝
塚
市
で
行
わ
れ

た
全
国
小
学
生
ゴ
ル
フ
大
会
に
出
場
し
た
相
原
涼
汰
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
父
・
義

昌
さ
ん
の
影
響
で
幼
い
頃
か
ら
身
近
な
存
在
だ
っ
た
ゴ

ル
フ
に
相
原
さ
ん
が
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
の

は
、
小
学
３
年
生
の
時
。
父
と
ゴ
ル
フ
練
習
場
に
出
掛

け
た
際
、
父
の
ク
ラ
ブ
を
握
り
実
際
に
ボ
ー
ル
を
打
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
に
目
覚

め
た
相
原
さ
ん
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
４
、５
カ
月
後

に
出
場
し
た
埼
玉
県
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
１
〜

３
年
の
部
で
３
位
と
い
う
本
人
も
驚
き
の
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。県
外
の
大
会
に
出
場
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
全
国
に
友
達
が
で
き
る
こ
と
も
ゴ
ル

フ
を
続
け
る
楽
し
み
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
平
日
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、

す
ぐ
に
宿
題
を
済
ま
せ
、
父
が
経
営
す

る
会
社
の
敷
地
内
で
自
主
練
習
に
励

み
、
そ
の
後
仕
事
を
終
え
た
父
と
一
緒

に
ゴ
ル
フ
練
習
場
へ
出
掛
け
る
の
が
日

課
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
少
し
で

も
上
達
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
練

習
で
も
本
番
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
一
球

一
球
大
切
に
打
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
お
父
さ
ん
が
わ
ず
か
な
フ
ォ
ー
ム
の

変
化
な
ど
を
す
ぐ
に
指
摘
し
て
く
れ

る
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
、
良
き
コ
ー

チ
で
も
あ
る
父
へ
の
感
謝
を
口
に
し
ま
す
。

　

こ
の
夏
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
に
出
場

し
た
相
原
さ
ん
で
す
が
「
県
大
会
、
関
東
大
会
と
も

に
納
得
で
き
る
内
容
で
は
な
く
、
不
本
意
な
成
績
で

し
た
。
そ
し
て
全
国
大
会
で
は
３
位
以
内
を
目
標
に
し

て
挑
み
ま
し
た
が
、
結
果
は
62
人
中
15
位
タ
イ
に
終
わ

り
、
首
位
に
６
打
差
で
し
た
」
と
振
り
返
り
、
悔
し
さ

を
に
じ
ま
せ
ま
す
。
し
か
し
「
帰
宅
後
す
ぐ
に
ミ
ス

の
多
か
っ
た
パ
タ
ー
を
重
点
的
に
練
習
し
ま
し
た
」
と

話
す
よ
う
に
、
す
で
に
そ
の
目
は
次
の
戦
い
を
見
据
え

て
い
ま
す
。「
来
年
３
月
の
全
国
大
会
で
は
絶
対
優
勝

し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
上

手
く
な
っ
て
、
将
来
は
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
な
り
た
い
で
す
」
と
夢
を
語
る
相
原
さ
ん

は
、
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
日
々
の
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

会社プロフィール

取締役　飯塚 茂夫
【事業内容】 業務用スリッパの製造
【住所】 小見44―1

有限会社セイコー産業
履き心地と耐久性を追求した上質なスリッパを

 

門
井
町 

宮
田　
淑
尚

秋
高
し
ケ
ア
ハ
ウ
ス
よ
り
わ
ら
べ
歌

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

復
元
の
忍
城
に
映
ゆ
竹
の
春

 

持
田 

小
倉　
繁
三

雲
の
峰
巨
泉
六
輔
大
往
生

 

佐
間 

蛭
田　
和
夫

黙
々
と
行
脚
の
僧
や
曼
珠
沙
華

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

暮
な
づ
む
花
舗
軒
先
の
蚊
遣
香

 

旭
町 

町
村　
皐
月

庭
先
に
七
日
目
の
蝉
裏
返
り

 

荒
木 

藤
田　
栄
之

堰
音
の
天
に
弾
け
る
奇
北
の
忌

 

荒
木 

手
島　
一
海

髪
形
で
見
分
け
る
双
子
夏
休
み

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

盆
踊
り
粋
な
漢
の
足
捌
き

 

持
田 

丸
山　
麟
一

虫
の
音
の
心
に
響
く
孤
愁
か
な

 

城
南 

橋
本
千
枝
子

一
日
と
て
無
駄
に
は
出
来
ぬ
夜
な
べ
か
な

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

竹
槍
が
杖
で
役
立
つ
終
戦
日

 

棚
田
町 

財
津
ミ
チ
ヱ

移
り
来
て
は
や
七
年
の
秋
入
日

 

棚
田
町 

春
田　
枕
流

波
立
て
り
渡わ
た
し船
に
わ
た
る
風
涼
し

 

持
田 

荻
原　
義
久

水
盤
の
芋
の
ざ
わ
め
き
風
立
ち
ぬ

 

持
田 

島
田　
悦
子

七
回
忌
母
を
偲
び
し
夏
座
敷

 

桜
町 

長
谷
川
さ
く

ま
た
ひ
と
り
娘
の
先
立
ち
ぬ
百
寿
の
秋

 

城
西 

新
井　
禮
子

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん
や
疎
遠
の
顔
も
重
な
り
て

 

天
満 

青
柳　
欣
吾

就
職
の
孫
の
手
土
産
盆
休
み

 

長
野 

石
川　
文
子

金
婚
や
何
よ
り
嬉
し
孫
の
笑
み

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

夢
は
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の

 

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

相
原 

涼
汰 

さ
ん
（
佐
間
・
11
歳
）

めましてはじ ○ 10月3日㈪～31日㈪に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、11月2日㈬午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

清
水
　
大だ
い
ち地 

ち
ゃ
ん （
矢
場
）

平
成
27
年
10
月
23
日
生
ま
れ

父
・
良
太
さ
ん　
母
・
八
雲
さ
ん

「
一
緒
に
成
長
し
て
い
こ
う
ね
♡
」

清
水
　
絢け
ん
と斗 

ち
ゃ
ん （
向
町
）

平
成
27
年
10
月
13
日
生
ま
れ

父
・
和
也
さ
ん　
母
・
宏
美
さ
ん

小
堺
　
凛り

お音 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
27
年
10
月
16
日
生
ま
れ

父
・
秀
樹
さ
ん　
母
・
亜
希
子
さ
ん

「
ス
ク
ス
ク
元
気
に

 

大
き
く
な
ー
れ
」

「
り
お
の
笑
顔
が

 

み
ー
ん
な
大
好
き
」

前
田
　
恵け
い
す
け輔 

ち
ゃ
ん （
皿
尾
）

平
成
27
年
10
月
10
日
生
ま
れ

父
・
雅
範
さ
ん　
母
・
和
代
さ
ん

「
に
こ
に
こ
笑
顔
、

 

ほ
っ
こ
り
幸
せ
♡
」

川
田
　
愛あ
い
り莉 

ち
ゃ
ん （
谷
郷
）

平
成
27
年
10
月
16
日
生
ま
れ

父
・
稔
さ
ん　
母
・
佳
織
さ
ん

長
内 

眞し
ん
の
す
け

之
助 

ち
ゃ
ん （
清
水
町
）

平
成
27
年
10
月
28
日
生
ま
れ

父
・
誠
さ
ん　
母
・
冴
会
さ
ん

「
Ｔ
Ｖ
の
体
操
ダ
ン
ス
が
大
好
き
」

「
た
く
さ
ん
の
幸
せ
が

 

届
き
ま
す
よ
う
に
♡
」

★★★ 平成27年 10月生まれ のおともだち ★★★

平成27年12月生まれのお子さんを募集します
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▼
期
間
　
11
月
30
日
㈬
ま
で　
▼
場

所
　
カ
ネ
マ
ル
酒
店
シ
ョ
ー
ウ
イ

ン
ド
ー
（
行
田
18
―
21
）　
▼
内
容
　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
コ
ー
ヒ
ー
の
ポ
ス
タ
ー

や
販
促
グ
ッ
ズ
、
商
品
実
缶
１
０
０

点
な
ど
を
展
示
す
る　
▼
問
　
栗
原

☎
０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
10
月
15
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
3
時
30
分
（
入
場
は
午
後
3
時

ま
で
）　
▼
場
所
　
県
立
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
　
セ
ン
タ
ー

施
設
設
備
や
展
示
品
な
ど
を
公
開

し
、
工
作
や
科
学
実
験
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
教
室
や
音
楽
鑑
賞
会
を

開
催
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
た
研

修
員
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
使
っ
て
遊

べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
出
展
す
る
。　
▼

参
加
無
料
　
▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎

５
５
６
―
３
３
１
９

▼
日
時
　
10
月
20
日
㈭
午
前
10
時　

▼
場
所
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

み
ず
し
ろ
和
室　
▼
内
容
　
赤
ち
ゃ

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

秋
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
缶
珈
琲
展

セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

「
集
ま
れ
！
セ
ン
タ
ー
探
検
隊
」

秋
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
験
会

ん
の
心
身
機
能
の
発
達
を
促
す
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
親
子
の
心
と
体

を
癒
や
す　

▼
対
象
　
生
後
３
カ

月
～
10
カ
月
ぐ
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
親　

▼
参
加
費
　
５
０
０

円
（
材
料
費
を
含
む
）　

▼
申
・
問
　

10
月
19
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
高
島
☎

５
５
４
―
５
３
６
１

▼
日
時
　
11
月
6
日
㈰
午
後
2
時
30

分　
▼
場
所
　
高
澤
記
念
館
（
長
野

3
―
5
―
41
）　
▼
内
容
　
市
内
出

身
の
音
楽
家
に
よ
る
カ
フ
ェ
コ
ン

サ
ー
ト
。
古
民
家
に
響
く
癒
や
し
の

旋
律
を
、
季
節
の
手
作
り
ケ
ー
キ
と

と
も
に
楽
し
む
。
日
本
の
歌
曲
か
ら

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
ま
で
幅
広
く
演

奏
す
る
。　
▼
出
演
　
石
川
純
（
エ

レ
ク
ト
ー
ン
）、
對
馬
紘
也
（
声
楽
）　

▼
入
場
料
　
１
千
５
０
０
円
（
ケ
ー

キ
・
飲
み
物
代
含
む
）　

▼
申
・
問
　

11
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
石
川
☎

０
９
０
―
５
４
１
０
―
９
５
３
２

▼
日
時
　
①
12
月
７
日
・
14
日
・
21

国
登
録
有
形
文
化
財
で
お
く
る

芸
術
と
ド
ル
チ
ェ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

教
室
・
講
座

ミ
シ
ン
教
室

ブ
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
▼

問
　
同
支
部
事
務
局
（
大
野
建
設
㈱

内
）
☎
５
５
３
―
０
１
０
０

▼
日
時
　
11
月
23
日
㈬
午
前
９
時
～

11
時
（
雨
天
中
止
）　
▼
集
合
場
所
　

秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北
口　
▼
内
容
　

郷
土
の
歴
史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る　
▼
参
加

無
料
　
▼
持
ち
物
　
持
っ
て
い
る
方

は
双
眼
鏡
（
７
～
８
倍
）　

▼
主
催
　

み
ど
り
の
ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

▼
協
賛
　
ぎ
ょ
う
だ
〝
夢
〟
ま
つ
り　

▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
☎
５
６
４
―
３
０
０
０

▼
日
時
　
10
月
28
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
（
雨
天
中
止
）　
▼
集
合
場
所
　

大
長
寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼

内
容
　
忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の

６
０
０
メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾

い
、
環
境
美
化
活
動
を
行
う　
▼
そ

の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

第
24
回
「
未
来
へ
残
し
た
い
行

田
の
自
然
八
景
」
ウ
ォ
ー
ク
in

忍
川
の
カ
モ
と
足
袋
蔵
を
巡
る

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

催
　
日
本
学
生
自
転
車
競
技
連
盟　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
他　
▼
問
　
同
連
盟
事
務
局
☎

０
３
―
３
４
８
１
―
２
３
６
９

▼
日
時
　
11
月
20
日
㈰
【
１
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
正
午
【
２
回
目
】

午
後
1
時
30
分
～
3
時　
▼
場
所
　

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　
▼
題
名
　

あ
な
た
を
ず
っ
と
あ
い
し
て
る　
▼
入

場
料
　
９
０
０
円
※
配
布
チ
ラ
シ
に

つ
い
て
い
る
入
場
割
引
券
を
お
持
ち

の
方
は
８
０
０
円
（
い
ず
れ
も
4
歳

以
上
）　
▼
主
催
　
行
田
親
と
子
の
よ

い
映
画
を
み
る
会
、
親
子
映
画
埼
玉

県
連
絡
会　
▼
後
援
　
埼
玉
県
、
行

田
市
教
育
委
員
会　
▼
問
　
北
埼
教

育
会
館
☎
５
５
３
―
０
７
４
４

▼
日
時
　
12
月
3
日
㈯
午
後
4
時
開

演　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館　
▼

入
場
料
　
２
千
円　
▼
チ
ケ
ッ
ト
販

売
　
10
月
1
日
㈯
か
ら
産
業
文
化
会

館
、
川
島
書
店
、
宮
脇
書
店
で
発

売　
▼
主
催
　
明
治
大
学
校
友
会
行

田
地
域
支
部　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

第
70
回
行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
み
る
会

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

行
田
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
会

▼
日
時
　
10
月
15
日
㈯
午
前
11
時
～

午
後
４
時
※
小
雨
決
行　

▼
場
所
　

さ
き
た
ま
古
墳
公
園
新
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス　
▼
内
容
　
カ
ッ
コ
ウ
笛
作
り
、

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
古
代
米
餅
つ

き
、
人
力
発
電
展
示
、
川
魚
ふ
れ
あ

い
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
体
験
な
ど　

▼
参
加
無
料
　（
一
部
材
料
費
が
か

か
り
ま
す
）　
▼
主
催
　
み
ど
り
の

ぎ
ょ
う
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、（
公
社
）

行
田
青
年
会
議
所　
▼
後
援
　
行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼
そ
の

他
　
星
川
ま
で
の
水
辺
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
も
行
い
ま
す
。（
午
後
３
時
出

発
、
午
後
６
時
到
着
予
定
）
※
要
事

前
申
し
込
み　
▼
問
　
同
会
議
所
☎

５
５
６
―
４
１
１
５

▼
日
時
　
11
月
13
日
㈰
午
前
9
時
30

分
～
午
後
3
時
30
分
（
午
前
8
時
30

分
か
ら
交
通
規
制
開
始
）　
▼
場
所
　

総
合
公
園
周
辺　
▼
内
容
　
一
周
２

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
自
転
車

で
走
行
し
、
タ
イ
ム
を
競
う　
▼
主

イ
ベ
ン
ト

～
自
然
を
感
じ
る
～

さ
き
た
ま
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ

風
を
感
じ
る 
力
を
感
じ
る 

恵
み
を
感
じ
る

全
日
本
学
生
Ｒ
Ｃ
Ｓ
第
８
戦
浮
城
の

ま
ち
行
田
ラ
ウ
ン
ド　
第
11
回
東
京

六
大
学
対
抗
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
大
会

日　

②
平
成
29
年
１
月
11
日
・
18

日
・
25
日
※
い
ず
れ
も
水
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分　
▼
場
所
　

ミ
シ
ン
会
館
（
株
式
会
社
日
建
内
・

藤
原
町
１
―
31
―
20
）　
▼
内
容
　
①

パ
ン
ツ
の
作
成　

②
リ
バ
ー
シ
ブ
ル

バ
ッ
グ
の
作
成
※
い
ず
れ
も
予
定　
▼

対
象
　
市
内
在
住
の
方　
▼
参
加
費
　

３
千
円
（
別
途
、
要
教
材
費
）　
▼
定

員
　
各
５
人　
▼
申
・
問
　
行
田
商

工
会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
10
月
26
日
㈬
～
28
日
㈮
午

後
７
時
～
９
時　
▼
場
所
　
商
工
セ

ン
タ
ー
４
０
４
研
修
室　

▼
内
容
　

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
発
想
法
、
税

務
・
会
計
、
資
金
調
達
か
ら
事
業
開

始
の
手
続
き
ま
で
、
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る　

▼
対
象
　
創
業
し
た

い
、
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と
考
え

て
い
る
方　
▼
定
員
　
20
人
（
先
着

順
）　
▼
受
講
料
　
１
開
催
日
当
た

り
１
千
円　
▼
申
・
問
　
行
田
商
工

会
議
所
☎
５
５
６
―
４
１
１
１

▼
日
時
　
11
月
19
日
㈯
午
後
２
時
30

分
～
４
時　

▼
場
所
　
忠
次
郎
蔵

あ
な
た
の
夢
を
応
援
し
ま
す

創
業
応
援
塾

忠
次
郎
蔵
蕎
麦
打
ち
教
室

第
25
期
生
（
初
級
）

▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓
会
忍
川

環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎
０
８
０
―

１
０
９
５
―
３
７
６
４

▼
日
時
　
10
月
29
日
㈯
午
前
9
時

30
分
～
午
後
2
時
25
分　

▼
場

所
　
行
田
特
別
支
援
学
校
（
長
野

４
２
３
５
）　
▼
内
容
　
学
習
発
表
、

作
品
展
示
、
模
擬
店
、
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
交
流　
▼
問
　
同
校

☎
５
５
４
―
３
３
０
２

世
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

�

～
平
和
と
命
の
大
切
さ

▼
日
時
　
11
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時　
▼
講
師
　
渡
部
陽
一
さ

ん
（
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
）

命
あ
る
限
り
道
は
拓
か
れ
る

▼
日
時
　
11
月
12
日
㈯
午
後
１
時
～

２
時
30
分　
▼
講
師
　
舩
後
靖
彦
さ

ん
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
・（
株
）
ア
ー
ス
）

い
ず
れ
も

▼
場
所
　
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
Ａ
１
０
１
教
室
（
熊
谷
市
万

吉
１
７
０
０
）　
▼
問
　
同
大
学
社

会
福
祉
学
部
事
務
室
☎
５
３
６
―

１
３
２
８

行
田
特
別
支
援
学
校

文
化
祭「
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
」

立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部

創
設
20
周
年
記
念
講
演
会

（
忍
１
―
４
―
６
）
▼
内
容
　
登
録

有
形
文
化
財
「
忠
次
郎
蔵
」
で
そ
ば

打
ち
を
体
験
す
る　

▼
定
員
　
18

人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　
１
千

円　
▼
持
ち
物
　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ

ン
、
持
ち
帰
り
用
パ
ッ
ク　
▼
主
催
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　
▼
そ
の
他
　

希
望
者
に
は
引
き
続
き
中
級
・
上
級

コ
ー
ス
を
用
意　
▼
申
・
問
　
11
月

18
日
㈮
ま
で
に
同
法
人
☎
５
５
６

―
９
９
８
８
（
火
～
日
曜
日
の
午
前

10
時
～
午
後
３
時
）
ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://chujiro.chu.jp

）

▼
日
時
　
11
月
２
日
㈬
・
９
日
㈬
・

10
日
㈭
・
16
日
㈬
・
17
日
㈭
・
24
日

㈭
・
30
日
㈬
（
全
７
回
）
午
前
10
時

～
11
時　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
」
柔
剣
道
場　
▼
内
容
　

病
気
や
け
が
を
未
然
に
防
ぎ
病
後
の

回
復
に
も
役
立
つ
気
功
や
足
腰
を
強

く
し
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
向
上
に
役
立

つ
太
極
拳
を
通
じ
て
、
心
身
の
健
康

を
目
指
す
。
水
曜
日
は
気
功
・
木
曜

日
は
太
極
拳
を
行
う
。　
▼
参
加
費
　

１
千
５
０
０
円　
▼
持
ち
物
　
バ
ス

タ
オ
ル
１
枚　
▼
申
・
問
　
行
田
健

康
気
功
太
極
拳
教
室
福
田
☎
０
９
０

―
３
５
９
４
―
９
５
９
０

秋
の
健
康

気
功
・
太
極
拳
教
室

広告広告



催し・募集

▼
日
時
　
10
月
29
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　
▼
場
所
　
牧
禎
舎
藍
染

体
験
工
房
（
忍
１
―
４
―
11
）　
▼

内
容
　
藍
染
め
さ
れ
た
ウ
ッ
ド
ボ
ッ

ク
ス
に
小
さ
な
多
肉
植
物
を
３
〜
４

点
選
ん
で
寄
せ
植
え
を
行
う　
▼
講

師
　
本
多
仁
美
さ
ん
（
花
工
房
く

る
み
）　

▼
定
員
　
10
人　

▼
費
用
　

３
千
２
０
０
円　
▼
主
催
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ぎ
ょ
う
だ
足
袋
蔵
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク　
▼
申
・
問
　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
５
５
２
―
１
０
１
０
（
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
）

▼
開
催
日
時
　
12
月
1
日
㈭
〜
4
日

㈰
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
4
日

は
午
後
4
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
騎

西
総
合
体
育
館
「
ふ
じ
ア
リ
ー
ナ
」

（
加
須
市
外
川
３
５
５
）　
▼
出
品

種
目
　
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、

写
真　
▼
応
募
資
格
　
市
内
、
加
須

市
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
熊
谷
市
、

深
谷
市
、
本
庄
市
、
秩
父
市
、
寄
居

町
、
児
玉
郡
、
秩
父
郡
に
在
住
・
在

藍
染
め
の
鉢
に
多
肉
植
物
を

寄
せ
植
え
し
よ
う

募
　
　
集

第
59
回

県
北
美
術
展
出
品
作
品

勤
・
在
学
（
高
校
生
以
上
）
の
方　

▼
出
品
作
品
　
未
発
表
の
も
の
に
限

る　
▼
出
品
料
　
1
点
に
つ
き
3
千

円
（
搬
入
時
に
納
入
）
※
目
録
贈
呈　

▼
搬
入
日
時
　
11
月
27
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
4
時　
▼
そ
の
他
　
開
催

要
項
や
出
品
票
は
行
田
市
教
育
委
員

会
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
と
産
業
文
化

会
館
で
配
布　
▼
問
　
加
須
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
☎
０
４
８
０
―

６
２
―
１
２
２
３

▼
日
時
　
11
月
27
日
㈰
午
前
９
時
開

会
（
午
前
８
時
45
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目
　【
ダ
ブ
ル
ス
】

①
小
学
生
の
部　

②
中
学
生
の
部　

③
一
般
男
子
１
部
（
上
級
）・
２
部

（
中
級
）・
３
部
（
初
級
）　

④
一

般
女
子
１
部
（
上
級
）・
２
部
（
中

級
）・
３
部
（
初
級
）
※
参
加
人
数

お
よ
び
前
年
度
の
成
績
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
あ
り　

▼
競
技
方
法
　

リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
（
変
更

の
場
合
あ
り
）　
▼
参
加
資
格
　
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・
行
田
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
登
録
者
（
そ
れ

ス
ポ
ー
ツ

第
44
回

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

以
外
の
方
は
他
に
連
盟
登
録
料
１
千

円
が
必
要
）　
▼
参
加
費
　【
小
・
中

学
生
】
５
０
０
円
【
一
般
】
２
千
円

（
当
日
徴
収
）　
▼
持
ち
物
　
第
２

種
検
定
以
上
の
合
格
球
の
シ
ャ
ト
ル

（
小
・
中
学
生
の
み
）
※
一
般
は
本

部
で
貸
し
出
し　
▼
注
意
　
申
し
込

み
締
め
切
り
日
以
降
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
た
場
合
で
も
、
責
任
者
が
参
加
費

を
支
払
う
こ
と
。
保
険
に
加
入
す
る

た
め
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
は
正

確
に
記
入
す
る
こ
と
。　
▼
申
　
11

月
２
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
電
話
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
６
―

０
４
６
３
※
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
を
記
入　
▼
問
　
笠
原
☎
５
５
６

―
０
４
６
３
（
午
後
１
時
以
降
）

▼
日
時
　
11
月
15
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
　
羽
生

市
民
プ
ラ
ザ
２
階
２
０
５
研
修
室

（
羽
生
市
中
央
３
―
７
―
５
）　
▼

内
容
　
当
事
者
・
家
族
同
士
で
困
り

事
・
悩
み
事
な
ど
を
自
由
に
話
し
合

う　
▼
対
象
　
高
次
脳
機
能
障
害
の

あ
る
当
事
者
・
家
族
・
支
援
者　
▼

問
　
地
域
で
共
に
生
き
る
ナ
ノ
谷
口

相
　
　
談

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

「
地
域
相
談
会
」

☎
０
９
０
―
４
７
５
９
―
７
１
５
６

▼
日
時
　
11
月
6
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を

除
く
）　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
３
研
修
室　

▼
内
容
　
弁
護

士
・
特
定
社
労
士
・
労
働
組
合
役
員

に
よ
る
仕
事
や
生
活
に
関
す
る
相
談　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
地
区

労
働
組
合
協
議
会　
▼
後
援
　
行
田

市
他　
▼
そ
の
他
　
同
じ
時
間
帯
に

電
話
相
談
も
実
施　
▼
問
　
同
協
議

会
（
埼
玉
土
建
行
田
羽
生
支
部
内
）

☎
５
５
３
―
２
３
２
１

▼
日
時
　
11
月
５
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
研
修
室　
▼
内
容
　
弁
護
士
・
税

理
士
・
不
動
産
業
者
に
よ
る
不
動
産

に
関
す
る
悩
み
事
相
談　

▼
主
催
　

公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

大
宮
支
部　
▼
そ
の
他
　
事
前
予
約

が
必
要
（
空
き
状
況
に
よ
り
、
当
日

受
け
付
け
も
可
）　

▼
申
・
問
　
大

塚
（
㈱
日
本
ク
リ
エ
ー
ト
内
）
☎

０
４
８
―
６
５
１
―
５
１
５
５

労
働
生
活
相
談

不
動
産
無
料
相
談
会
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観
光
ポ
タ
リ
ン
グ
講
習
会

〜
安
全
に
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ

ク
を
乗
り
こ
な
そ
う
！
〜

▼
日
時
　
11
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
（
午
前
９
時
20
分
集
合
）

※
小
雨
決
行　
▼
集
合
場
所
　
行
田

市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案
内
所　

▼
内
容
　
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
を
安
全

に
楽
し
く
乗
り
こ
な
せ
る
よ
う
実
践

を
交
え
て
学
ぶ　
▼
対
象
　
15
歳
以

上
の
方　
▼
定
員
　
30
人　
▼
参
加

無
料
　
▼
申
　
10
月
15
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
直
接
同
案
内
所

平
成
28
年
度

子
ど
も
文
化
祭

▼
日
時
　
10
月
14
日
㈮
〜
16
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時
（
16
日
は

午
後
５
時
ま
で
）　
▼
場
所
　
産
業

文
化
会
館
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ　
▼
内

容
　
市
内
児
童
の
絵
画
・
書
作
品
を

約
１
千
点
展
示　
▼
入
場
無
料
　

伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室

▼
日
時
　
10
月
30
日
㈰
、
11
月
26

日
㈯
、
12
月
11
日
㈰
・
17
日
㈯
、
平

成
29
年
１
月
９
日
㈪
・
28
日
㈯
、
２

月
18
日
㈯
・
26
日
㈰
（
全
８
回
）
午

前
９
時
〜
正
午　
▼
場
所
　
産
業
文

化
会
館
内
他　
▼
内
容
　
日
本
舞
踊

の
実
技
お
よ
び
三
味
線
の
体
験　
▼

対
象
　
市
内
の
小
学
生
〜
大
学
生
※

邦
楽
器
の
体
験
は
小
学
３
年
生
以
上　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加

費
　
２
千
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）　

▼
申
　
10
月
15
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

直
接
同
館
窓
口
（
電
話
で
の
仮
受
け

付
け
は
同
日
午
前
10
時
か
ら
）

商
工
セ
ン
タ
ー
新
春
寄
席

〜
三
遊
亭
楽
京
独
演
会

▼
日
時
　
１
月
15
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　
▼
内
容
　
落
語
、
日
本
舞

踊　
▼
出
演
　
三
遊
亭
楽
京
、
胡
蝶

の
会　
▼
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着

順
）　

▼
入
場
料
　
５
０
０
円　

▼

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
11
月
12
日
㈯

午
前
９
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

発
売

き
も
の
着
付
け
教
室

▼
日
時
　
10
月
26
日
、
11
月
2

日
・
9
日
・
16
日
・
30
日
、
12
月

７
日
・
14
日
・
21
日
の
水
曜
日
（
全

８
回
）
午
後
７
時
〜
９
時　

▼
場

所
　
産
業
文
化
会
館　
▼
内
容
　
着

物
の
着
付
け
、
名
古
屋
帯
、
袋
帯
の

結
び
方　

▼
対
象
　
女
性　

▼
定

員
　
20
人
（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　

２
千
５
０
０
円　
▼
申
　
10
月
15
日

㈯
午
前
10
時
か
ら
直
接
同
館
窓
口

（
電
話
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

ミ
ニ
苔
盆
栽
と

多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
室
内
へ
飾
る
た

め
の
小
さ
い
寄
せ
植
え
「
苔
盆
栽
の

寄
せ
植
え
」
と
「
多
肉
植
物
の
寄
せ

植
え
」
を
作
る　
▼
講
師
　
伊
藤
弘

充
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸

専
門
学
校
）　
▼
対
象
　
小
学
生
以

上
の
方　

▼
定
員
　
30
人
（
先
着

順
）　

▼
参
加
費
　
２
千
円
（
材
料

代
・
保
険
料
）　

▼
申
　
10
月
14

日
㈮
午
前
10
時

か
ら
直
接
同
館

窓
口

第
16
回
写
真
展

▼
日
時
　
10
月
19
日
㈬
〜
11
月
14
日

㈪
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
入

場
は
午
後
４
時
ま
で
）
※
火
曜
日
休

館　
▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行
田
市

美
術
家
協
会
写
真
部
会
会
員
の
作
品

展　
▼
入
場
無
料
　

ゲ
ー
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

▼
日
時
　
11
月
６
日
〜
12
月
４
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
５
回
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
５
研
修
室　
▼
内
容
　

ゲ
ー
ム
や
歌
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か

し
、
簡
単
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
に
触
れ
な
が
ら
親
子
で
楽
し
む　

▼
対
象
　
３
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者
１
人　
▼
定
員
　
10
組

（
先
着
順
）　
▼
参
加
費
　【
子
ど
も
】

１
千
円
【
大
人
】
１
千
５
０
０
円
（
保

険
料
を
含
む
）　
▼
申
　
10
月
15
日
㈯

午
前
９
時
か
ら
参
加
費
を
添
え
て
直

接
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
（
電
話
で
の
仮

受
け
付
け
は
同
日
午
後
１
時
か
ら
）

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古代蓮会館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　
ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
と
は
、
安
政
年
間
（
１
８
５
４

〜
１
８
６
０
）
の
初
め
頃
に
日
本
に
入
っ
て
き
た
湿

板
写
真
の
技
法
の
一
つ
で
す
。
コ
ロ
ジ
オ
ン
溶
液
を

塗
っ
た
ガ
ラ
ス
板
を
硝
酸
銀
溶
液
に
浸
し
て
、
乾
か

な
い
う
ち
に
撮
影
し
て
現
像
し
た
も
の
で
、
ガ
ラ
ス

板
に
写
っ
た
画
像
そ
の
も
の
を
鑑
賞
の
対
象
と
し
ま

し
た
。
画
像
自
体
は
左
右
が
反
転
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

像
で
す
が
、
ガ
ラ
ス
の
表
面
に
黒
い
布
や
紙
を
密
着

さ
せ
た
り
、
黒
く
塗
っ
た
り
し
て
ガ
ラ
ス
の
裏
面
か

ら
見
る
と
、左
右
が
正せ
い
体た
い
と
な
っ
た
白
黒
の
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
像
が
鑑
賞
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
写
真
に
は
、
い
つ
ど
こ
で
誰
が
撮
影
し
た
か

が
書
か
れ
た
桐
板
も
一
緒
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
「
慶
応
四
年
歳
次
戊
辰
八
月
八
日　
横
浜
弁
天

通
五
町
目　
蓮
杖
写
之　
于
時
二
十
五
歳
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、慶
応
４
年（
１
８
６
８
）

８
月
８
日
に
横
浜
の
弁
天
通
5
丁
目
（
現
・
横
浜
市

中
区
弁
天
通
１
丁
目
）
で
下し
も

岡お
か

蓮れ
ん

杖じ
ょ
うに
よ
っ
て
撮
影

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
下
岡
蓮
杖
は
横
浜
で
外
国
人
か
ら
写
真
の
技
法
を

学
び
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
に
写
真
館
を
開
業

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
写
真
館
を
前
述
の
弁
天
通
５

丁
目
に
移
転
し
、
一
時
期
、
郷
里
の
伊
豆
国
下
田
に

戻
り
ま
す
が
、
再
度
横
浜
で
写
真
業
を
再
開
し
た
、

日
本
の
職
業
写
真
師
の
元
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
す
。

こ
の
写
真
は
蓮
杖
が
撮
影
し
た
現
存
す
る
数
少
な
い

ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
存
状
態
も

良
く
、
撮
影
時
期
が
特
定
で
き
る
な
ど
、
日
本
の
写

真
史
の
中
で
も
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
被
写
体
と
な
っ
て
い
る
人
物
は
忍
藩
士
吉
田
庸
徳

で
す
。
庸
徳
は
算
学
や
英
語
を
学
び
、
藩
校

培
根
堂
の
教
員
を
勤
め
ま
し
た
。
18
歳
の
と
き

に
算
術
書
を
執
筆
し
た
ほ
ど
の
秀
才
で
、
後
に

『
洋
算
早
学
』
や
『
西
洋
度
量
早
見
』
な
ど

の
数
学
書
も
著
し
ま
し
た
。
写
真
は
桐
板
に
書

か
れ
た
よ
う
に
庸
徳
が
25
歳
の
と
き
の
肖
像
で

す
。
撮
影
場
所
の
横
浜
は
西
洋
文
化
が
流
入
す

る
最
先
端
の
町
で
し
た
。
大
き
く
変
わ
っ
て
い

く
時
代
は
庸
徳
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
か
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
28
年
10
月
1
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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環境にやさしい
植物油インキ
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使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜
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歴
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吉
田
庸よ

う
と
く徳
像
（
ア
ン
ブ
ロ
タ
イ
プ
） 

市
指
定
文
化
財
　
行
田
市
郷
土
博
物
館
所
蔵

　９月11日、消防本部で第44回行田市消防団消防操法大
会が開催されました。

　消防団員の消火技術の向上と士気の高揚を図ることを目的に開かれたこ
の大会には、自動車ポンプの部に14分団、小型ポンプの部に５警備隊が出
場。団員らは、迅速で確実な操法を披露し、日ごろの訓練の成果を競い合い
ました。

　今
こん

月
げつ

は市
し

役
やく

所
しょ

の近
ちか

くにあるグループホーム本
ほん

丸
まる

を紹
しょう

介
かい

するね。
　グループホーム本

ほん

丸
まる

の入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

は現
げん

在
ざい

３人
にん

。日
にっ

中
ちゅう

同
おな

じ法
ほう

人
じん

が経
けい

営
えい

するアンテナショップなどで就
しゅう

業
ぎょう

に向
む

けた訓
くん

練
れん

をした後
あと

、夜
よる

は
ホームで一

いっ

緒
しょ

に過
す

ごしているよ。もともと民
みん

家
か

だった建
たて

物
もの

をリ
フォームして作

つく

られているから、外
がい

観
かん

も内
ない

装
そう

も普
ふ

通
つう

の家
いえ

と同
おな

じよ
うなつくりになっていて、入

にゅう

居
きょ

者
しゃ

は個
こ

別
べつ

の部
へ

屋
や

でリラックスして
過
す

ごすことができるんだって。休
きゅう

日
じつ

は、近
きん

所
じょ

の忍
おし

城
じょう

を散
さん

歩
ぽ

したり、
買
か

い物
もの

などに外
がい

出
しゅつ

したりとみんな思
おも

い思
おも

いに過
す

ごしているよ。
　また、一

ひ と り ひ と り

人一人が安
あん

心
しん

して生
せい

活
かつ

できるように、常
つね

にスタッフがい
てお手

て

伝
つだ

いをしているんだ。入
にゅう

居
きょ

者
しゃ

もスタッフも穏
おだ

やかで、家
か

庭
てい

的
てき

な雰
ふん

囲
い

気
き

が印
いん

象
しょう

的
てき

な施
し

設
せつ

だったよ。

【住所】本丸１―13　【電話番号】548―3397

するね。

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!
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吉田庸徳像

グループホーム本
ほ ん

丸
ま る

（運営：ＮＰＯ法人ＷＩＳＨ）


